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第２回大阪府流域下水道事業の経営戦略検討懇話会　議事要旨

日時　：平成28年6月30日（水）　14時30分～16時40分

場所　：大阪赤十字会館　３階　302会議室
出席者：貫上委員、砂原委員、武田委員、深澤委員　計４名

■主な議題
Ⅰ．第1回懇話会での意見等　　　　　　　　　　　     　5頁～ 8頁
Ⅱ．建設改良費に係る投資計画
　Ⅱ－1．大阪府の流域下水道の発足について　　　　　　  9頁～11頁
　Ⅱ－2．これまでの建設事業について                   12頁～14頁
　Ⅱ－3．現在直面している問題点と課題                 15頁～33頁
　Ⅱ－4．流域下水道事業の今後の進め方                 34頁～35頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※頁数は配布資料のもの

■概要：〔以下、〇委員　　●事務局〕
· Ⅰについての概要
　（委員からの意見無し）

· Ⅱ－1、Ⅱ－2についての概要
　〇　建設改良費のこれまでの事業費などはわかったが、施設の運営に係る費用はどこに示されているのか。
　●　今回は建設改良費について示しており、施設の運営に係る費用、いわゆる維持管理費については、次回以降にお示しする予定。
〇　説明の中で、建設改良費がどんどん減少しており困っている、要望してもついてこないとの話であるが、人口が減少していっていることを考えると、それに対応して一人あたりの債務も当然減少していくのではと考えるのだが、そのあたりはどうか。
●　大阪府の流域下水道では、水量が処理人口に直結する汚水処理だけではなく、雨水対策も相当行っており、単純に人口割で事業費がいくらと言う出し方はできない。また人口減少社会であることは間違いないが、今ある施設を大幅に減らさなければならないほどの減少ではなく、現在の下水道施設を適切に維持、運営していくための必要な事業費を算出している。
●　今回は適切に下水道施設を運営していくための事業費を示させて頂いているが、委員がおっしゃるように財源の議論も当然していくべきだと考えている。それについては次回以降、投資財政計画という形で、お示しして議論して頂こうと考えている。
〇　これまでの事業費と今後の事業費を示すグラフをみると、まずバブルの時期に大きな投資をしており、それらが更新を迎える70年後ぐらいに次の大きな山がくる。設備の更新間隔を考えると、第Ⅱ期の設備の更新のあと第Ⅲ期の土木建築構造物の更新があり、第Ⅲ期では土木建築と設備が重なっている。建設投資額の平準化を考えると第Ⅱ期と第Ⅲ期とあえて分ける必要はないのではないか。
●　機械、電気の設備の更新が概ね25年から30年間隔であり、土木建築構造物の更新についてはそれが70年程度であると考えており、投資額は重なるが、トータルコストを考えると、平準化よりもこのように順次やっていくのが最善であると考えている。また土木建築施設の更新については、グラフでは、現在の施設の建設費で示しているが、実際には全く新しい構造物をゼロから作ることはせず、例えば劣化の激しい部分だけ補修するなど、長寿命化対策なども考慮した上で、事業費の平準化、コスト縮減を図り、山を少しでも崩していくことになる。
· Ⅱ－3、Ⅱ－4についての概要
〇　流域下水道事業の今後の進め方の中で、今後10年間（H30～H39）の建設投資計画（案）について、改築更新事業は一定の効果が見えるのだが、それ以外の事業については、これだけの事業を行った結果どうなるというものが見えない。またこれだけの事業を行うことにより、ローズプランの長期目標がこうなるといったところも説明願いたい。
●　ローズプランの長期目標（H37）については、今回の10年間の投資計画では実質的に目標達成は難しいと考えている。
〇　大阪府の流域下水道として、これだけやらなければならない事業があって、現在の財政状況ではこれだけしかできないというところをみたいので、今後まとめていただきたい。
〇　今後議論する財源について、長期金利など経済状況のシナリオも加味して取りまとめるべきである。投資額の見込みも金利により、増加も減少もすると考える。
○　ストックマネジメント手法を用いた緊急度の設定において、故障すると人命にかかわる施設とそれ以外の施設とは分けて考えるべきでは。特に人命にかかわる施設で健全度の低いものは、早急に対応すべきではないか。
〇　再構築事業費シミュレーションにおいて、健全度１のものが20年後にしかゼロにならないことに違和感がある。今の事業費に年間60億円も追加しても20年後しかゼロにならない。プラス60億となった場合に、実際の府民がどれだけ負担が増えるのかをお金として出すべきである。
〇　今回の投資額は、前回の懇話会で議論となった水処理の広域化や汚泥処理の相互補完などは加味されているのか。

●　広域化や相互補完については、協議先などもある中で、今回計画では考慮していない。
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